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沖永良部島の鳥類相

中村麻理子・鮫島正道

〒 899–4395　鹿児島県霧島市国分中央 1–12–42　第一幼児教育短期大学内鹿児島県野生生物研究会本部

　はじめに

　鳥類相とは，その地方に生息・出現する鳥類の

種類の意である．地域別の鳥類相の把握は，広い

意味での「鳥類の保護」に通ずるものがある．

　鳥の生活は年周期を通してみると，繁殖期と非

繁殖期からなり，その間に渡りを行う移動性のも

のと，周年定着性のものがある．鳥類は移動の観

点から，渡り鳥（夏鳥・冬鳥・旅鳥）と留鳥（漂

鳥・真留鳥・半留鳥）に区別されるが，これらの

区分は地方によって異なることになる．例えば同

一種であっても，地方により留鳥であったり，通

過鳥に過ぎなかったりする場合がある．このこと

から地方ごとの鳥類季節の研究は重要である．ま

た鳥類の移動は，種類毎に渡来・渡去の時期や移

動経路が異なるため，地方ごとの情報は，自然環

境の保全という課題に応えるためにも極めて重要

な基礎資料である．

　奄美諸島のような海上に点在する島は，渡り鳥

にとって重要な移動経路になっている．奄美諸島

の鳥類相や鳥類季節についての主な論文・報告は，

黒田（1969），清棲（1978），鮫島（1996），高ほ

か（1997），所崎・山元（1999），中村・鮫島（2010, 

2011）があるが，島嶼別での確認事例は断片的で

あり，鳥類相についての詳細な情報も少ない．

　今回，奄美諸島の一部である鹿児島県の沖永良

部島で 2 年間滞在する機会を得，鳥類の生息状況

を観察・記録した．本報告では可能な範囲内での

確実な記録として，絶滅危惧種に指定されている

15 種を含む 103 種が確認され，渡り鳥が通過す

る重要な移動経路となっていた．絶滅危惧種なら

びに稀に観察される種については，生態写真を添

えてここに報告する．

　材料と方法

調査期間は，2008 年 4 月～ 2010 年 3 月までの

2 年間である．一部の鳥類は期間外の前後に行っ

た調査時の確認種も含まれる．調査範囲は沖永良

部島全域を対象とした（図 1）．

報告した鳥類の種名・学名，分類体系は「日

本産野生生物目録」（環境庁，1993）に準拠した．

鳥類の季節的な移動の把握には，種別の滞在期間

を月別に横線を引いて示す方法を用い，出現の型

は夏鳥・冬鳥・旅鳥・迷鳥・留鳥（漂鳥・真留鳥・

半留鳥）に区分した．本報告は，2 年間という短

期間であることから，調査期間の間に確認された

鳥類の種類・鳥類季節・生息環境の把握を目的と

した．

　 　
Nakamura, M. and M. Sameshima. 2012. Avifauna of 

Okinoerabu-jima Island, Kagoshima Prefecture, Japan. 
Nature of Kagoshima 38: 63–71.

 Kagoshima Wildlife Research Association, Daiichi Junior 
College for Infant Education, 1–12–42 Kokubu-chuou, 
Kirishima, Kagoshima 899–4395, Japan (email: MN, naka_
tatsu@po3.synapse.ne.jp).

図 1．沖永良部島の位置図．
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　結果

1．鳥類相と絶滅危惧種

調査の結果，15 目 40 科 103 種が確認された（表

1）．環境省自然環境局野生生物課（2002）と，鹿

児島県環境生活部環境保護課（2003）のレッドデー

タブック（以下 RDB とする）に掲載されている

種は 21 種であった（表 2）．絶滅危惧種の生態写

真を図 2 に，稀に観察される鳥類の生態写真を図

3 に示す．

2．鳥類季節と出現の型 

確認された鳥類の種別の生息期間（滞在期間）

と出現の型を表 1 に示す．

3．生息環境の選択 

鳥類は，種によって環境選択がある．種によっ

て選択要求が強い種と弱い種があるが，確認され

た鳥類を大まかに環境別に区分した（表 3）．自

然環境は，森林鳥類群集・草原鳥類群集・移水帯

鳥類群集・内（淡）水面鳥類群集・外（塩）水面

鳥類群集に，人為環境は農耕地・荒地・市街・庭・

公園・港・漁港とした．島内の代表的な自然環境

と人為環境を図 4 に示す．

　考察

1．鳥類相と絶滅危惧種

調査の結果 103 種が確認された．沖永良部島

の鳥類相について，既存資料の中で沖永良部島と

明示された種は，鮫島（1996）は 21 種，高ほか

（1997）は 30 種，所崎・山元（1999）は 2 種とあ

る．これらと比較し鳥類相の総数は増加した．既

存資料のすべての記載種については，稀に飛来す

る迷鳥などが含まれるため確認出来なかった．今

後も確認種は増大すると思われる．

絶滅危惧種の確認は 15 種，情報不足や分布特

性上重要な種を含めると，合計 21 種の RDB 掲

載種が確認された．一般的に，これら絶滅危惧種

は生息環境の減少や悪化が原因とされ，対策や改

善が求められている．生態系の栄養段階の上位に

位置する鳥類は，様々な餌生物を必要とする．島

内に多様な自然を残すことで，鳥類にとって持続

可能な沖永良部島として存続することが望まれ

る．

2．鳥類季節と出現の型

調査の結果，留鳥は 42 種，旅鳥は 22 種，冬

鳥は 21 種，夏鳥は 16 種，迷鳥は 2 種確認された．

日本で観察される鳥類は，高野（2004）によると，

留鳥が 36%，冬鳥が 22%，迷鳥が 16%，旅鳥が

15%，夏鳥が 10% である．沖永良部島では旅鳥

の割合が高い．これは島が海洋に囲まれおり，旅

鳥の重要な移動経路や休息地になっているからと

考えられる．

留鳥の中には，滞在期間が短い種や冬季に滞

在する種が含まれているが，これらの種は通過鳥

であると考えられる．例えば留鳥の中でもハヤブ

サ・シメなどは，滞在期間が短いことから渡りの

途中で立ち寄った個体，チョウゲンボウ・キセキ

レイなどは，冬季の間滞在することから越冬のた

め飛来した個体であると考えられる．渡りの時期

になると，アオサギやバンなどの留鳥の数が増加

するが，これは定着性の種の個体群のなかに，移

動性の個体群が含まれるからと考えられる．カル

ガモは，繁殖する定着性の個体がわずかにいると

されるが，冬季のみの確認であり越冬個体である

と考えられる．留鳥であるミフウズラ・シロハラ

クイナなどは，一年を通して観察されていないが，

非繁殖期である冬季の確認が困難であることが要

因だと考えられる．

旅鳥の多くは，春と秋の短期間の滞在である

ことから，北上や南下の途中で島に立ち寄った個

体である．しかし旅鳥の中には，セイタカシギの

ように島内で繁殖・越冬し，長期間の滞在が観察

されていることから，近年留鳥化している種もあ

ると考えられる．

冬鳥であるカモ類・シロハラなどは，冬季の

間滞在し越冬していた．しかし冬鳥の中でも，サ

ンカノゴイ・オカヨシガモなどは，短期間の滞在

を経て渡去したことから，他の越冬地へ移動した

個体であると考えられる．クロツラヘラサギ・タ

シギなどは，渡りの時期の滞在であったことから，
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渡り途中の個体と考えられる．

夏鳥の多くは，渡りの時期にのみ観察され，繁

殖地・越冬地へ移動する通過鳥であると考えられ

る．しかし夏鳥の中でも，アマサギやチュウサギ

などは夏～冬季に渡って観察されており，越冬個

体が含まれると考えられる．サシバは，渡りの時

期から冬季にかけて観察されており，越冬地に

なっていると考えられる．

確認された留鳥・冬鳥・夏鳥は，短期間の滞

在となる種が多い．これは島が比較的小さいため，

多数の鳥の長期滞在には向かないからと思われ

る．面積の小さい島は，飛来数が少なく観察され

る鳥類に偏りが生じることから，鳥類季節は今後

の詳細な調査によって変動すると思われる．

3．生息環境の選択

沖永良部島は面積が約 95 km2 で大部分が隆起

珊瑚礁でおおわれた平坦な島であり，自然植生は

少なく平地や低山地は農耕地や集落地になってい

種名（亜種名） 環境省 RDB 鹿児島県 RDB
ｻﾝｶﾉｺﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ B 類 絶滅危惧Ⅰ類
ﾖｼｺﾞｲ 準絶滅危惧 －
ﾘｭｳｷｭｳﾖｼｺﾞｲ － 絶滅危惧 II 類
ﾁｭｳｻｷﾞ 準絶滅危惧 準絶滅危惧
ﾍﾗｻｷﾞ 情報不足 準絶滅危惧
ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞ 絶滅危惧 IA 類 絶滅危惧 I 類
ﾐｻｺﾞ 準絶滅危惧 準絶滅危惧
ﾂﾐ － 情報不足
ｻｼﾊﾞ 絶滅危惧 II 類 －
ﾊﾔﾌﾞｻ 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧 II 類
ﾐﾌｳｽﾞﾗ － 絶滅危惧 II 類
ﾋｸｲﾅ 絶滅危惧 II 類 －
ｾｲﾀｶｼｷﾞ 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧 II 類
ﾂﾊﾞﾒﾁﾄﾞﾘ 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧 II 類
ｶﾗｽﾊﾞﾄ 準絶滅危惧 準絶滅危惧
ｽﾞｱｶｱｵﾊﾞﾄ － 分布特性上重要
ﾘｭｳｷｭｳｺﾉﾊｽﾞｸ 分布特性上重要 －
ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ 絶滅危惧 IB 類 絶滅危惧 I 類
ﾂﾊﾞﾒ － 分布特性上重要
ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊﾞﾒ － 分布特性上重要
ｼﾏｱｶﾓｽﾞ － 分布特性上重要

表 2．環境省と鹿児島県の RDB 掲載種．

備考 1．環境省 RDB「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 – レ
ッドデータブック – 鳥類」．2006 年改訂に記載されている鳥類．備
考 2．鹿児島県 RDB「鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 –
レッドデータブック – 動物編」．2003 年に「絶滅危惧 I 類」，「絶滅
危惧 II 類」，「準絶滅危惧」，「情報不足」として記載されている動物．
備考 3．ツミは，亜種レベル（リュウキュウツミ）までの同定はで
きなかった．リュウキュウツミであった場合，環境省 RDB で絶滅
危惧 IB 類，鹿児島県 RDB で情報不足に指定されている．
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図 2．絶滅危惧種の生態写真（環境省 RDB：鹿児島県 RDB）．
①サンカノゴイ（絶滅危惧 IB 類：絶滅危惧 I 類 )．後蘭，2008 年 11 月 29 日．②チュウサギ（準絶滅危惧：準絶滅危惧）．後
蘭，2009 年 10 月 16 日．③ミサゴ（準絶滅危惧：準絶滅危惧）．国頭，2010 年 2 月 9 日．④サシバ（絶滅危惧 II 類：－）．谷
山，2010 年 1 月 10 日．⑤ミフウズラ ( －：絶滅危惧 II 類）．後蘭，2009 年 9 月 22 日．⑥ヒクイナ（絶滅危惧 II 類：－）．後蘭，
2008 年 9 月 23 日．⑦セイタカシギ（絶滅危惧 II 類：絶滅危惧 II 類）．谷山，2009 年 6 月 13 日．⑧ツバメチドリ（絶滅危惧 II 類：
絶滅危惧 II 類）．下平川，2009 年 5 月 25 日．
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図 3．稀に観察される鳥類の生態写真．
①ヘラサギ（環境省 RDB 情報不足：鹿児島県 RDB 準絶滅危惧）．谷山，2010 年 1 月 26 日．②ツミ（鹿児島県 RDB 情報不足）．
後蘭，2009 年 6 月 14 日．③アカガシラサギ．後蘭，2009 年 9 月 22 日．④アカハラダカ．大山，2008 年 9 月 21 日．⑤シロ
ハラクイナ．後蘭，2009 年 4 月 17 日．⑥レンカク．下平川，2009 年 5 月 17 日．⑦クロハラアジサシ．国頭，2009 年 5 月 30 日．
⑧ヤツガシラ．知名，2009 年 4 月 8 日．
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る．湿地環境は少ないが，農業用の溜池が大小

100 箇所以上あり，海岸線は泥質の干潟はほとん

どなく砂浜か岩岸となっている． 

沖永良部島では移水帯性鳥類が最も多く，湿

地・溜池・砂地を利用していた．湿地は繁殖地・

渡り鳥の休息地・餌場として利用されており保全

が望まれる．

森林性鳥類群集は，常緑広葉樹林帯のほか，農

地として利用度が低いため平地や低山地に残され

た樹林地を利用していた．特に大山の常緑広葉樹

林帯は，秋季にアカハラダカが飛来し，鷹柱を作

り群れで南下する姿が観察される貴重な環境であ

る．農耕地内のヘッジロウや点在する樹林地は，

飛び石ビオトープとなり鳥類の移動を助ける役割

を担っていると推測される．

人為環境である農耕地は，餌場・休息地とし

て利用され，草地は草原性鳥類が利用していた．

農耕地などの人為環境では，各種の開発行為に対

し「環境に配慮した」工法や考え方が浸透しつつ

あるので，動植物の生息・生育に配慮した対応が

望まれる．

内（淡）水面性鳥類・外（塩）水面性鳥類は，

農業用の溜池を休息地として利用していた．海岸

に隣接する溜池は，外 ( 塩 ) 水面性鳥類が利用す

る傾向がみられ，天候が荒れた時の休息地になっ

ていると考えられる．島内の溜池はシート張りに

なっており，水生植物が生育せず，餌となる動植

物の生育・生息に適さない環境である．生態系の

表 3．環境区分と確認種．

図 4．代表的な鳥類の生息環境（上：湿地，下：農耕地・溜池・
砂浜）．

環 境 区 分 種　　名（亜種名）
【自 然 環 境】

森林鳥類群集

ｱｶﾊﾗﾀﾞｶ・ﾂﾐ・ｻｼﾊﾞ・ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ・ｶﾗｽﾊﾞﾄ・ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ｽﾞｱｶｱｵﾊﾞﾄ・ﾎﾄﾄｷﾞｽ・ﾘｭｳｷｭｳｺﾉﾊｽﾞｸ・ｱｵﾊﾞｽﾞｸ・
ﾊﾘｵｱﾏﾂﾊﾞﾒ・ｱﾏﾂﾊﾞﾒ・ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ・ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ・ｱﾘｽｲ・ﾋﾞﾝｽﾞｲ・ﾘｭｳｷｭｳｻﾝｼｮｳｸｲ・ﾋﾖﾄﾞﾘ・ﾓｽﾞ・ｼﾏｱｶﾓｽﾞ・
ｱｶﾊﾗ・ｼﾛﾊﾗ・ｳｸﾞｲｽ・ｴｿﾞﾋﾞﾀｷ・ｻﾝｺｳﾁｮｳ・ﾒｼﾞﾛ・ｱｵｼﾞ・ｼﾒ・ｲｽｶ・ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ

草原鳥類群集 ｷｼﾞ・ｾｯｶ

移水帯鳥類群集

ｶｲﾂﾌﾞﾘ・ｻﾝｶﾉｺﾞｲ・ﾖｼｺﾞｲ・ﾘｭｳｷｭｳﾖｼｺﾞｲ・ｻｻｺﾞｲ・ｺﾞｲｻｷﾞ・ｱｶｶﾞｼﾗｻｷﾞ・ｱﾏｻｷﾞ・ﾀﾞｲｻｷﾞ・ﾁｭｳｻｷﾞ・ｺｻｷﾞ・
ｸﾛｻｷﾞ・ｱｵｻｷﾞ・ﾑﾗｻｷｻｷﾞ・ﾍﾗｻｷﾞ・ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞ・ﾋｸｲﾅ・ｼﾛﾊﾗｸｲﾅ・ﾊﾞﾝ・ﾚﾝｶｸ・ｺﾁﾄﾞﾘ・ｼﾛﾁﾄﾞﾘ・ﾒﾀﾞｲﾁ
ﾄﾞﾘ・ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ・ﾄｳﾈﾝ・ﾋﾊﾞﾘｼｷﾞ・ｳｽﾞﾗｼｷﾞ・ｺｱｵｱｼｼｷﾞ・ｱｵｱｼｼｷﾞ・ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ・ｷｱｼｼｷﾞ・ｲｿｼｷﾞ・ｿﾘﾊｼ
ｼｷﾞ・ｵｸﾞﾛｼｷﾞ・ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ

内（淡）水面鳥類群集
ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ・ﾏｶﾞﾓ・ｶﾙｶﾞﾓ・ｺｶﾞﾓ・ｵｶﾖｼｶﾞﾓ・ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ・ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ・ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ・ﾎｼﾊｼﾞﾛ・ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ・ﾐ
ｻｺﾞ・ｵｵﾊﾞﾝ・ｸﾛﾊﾗｱｼﾞｻｼ

外（塩）水面鳥類群集 ｶﾂｵﾄﾞﾘ・ｳﾐｳ・ﾎｼﾊｼﾞﾛ・ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ・ﾐｻｺﾞ・ﾊﾔﾌﾞｻ・ｸﾛﾊﾗｱｼﾞｻｼ
【人 為 環 境】

農耕地・荒地

ｱﾏｻｷﾞ・ﾀﾞｲｻｷﾞ・ﾁｭｳｻｷﾞ・ｺｻｷﾞ・ﾂﾐ・ｻｼﾊﾞ・ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ・ｷｼﾞ・ﾐﾌｳｽﾞﾗ・ﾑﾅｸﾞﾛ・ﾔﾏｼｷﾞ・ﾂﾊﾞﾒﾁﾄﾞﾘ・ﾂﾊﾞﾒ・
ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊﾞﾒ・ｷｾｷﾚｲ・ﾊｸｾｷﾚｲ・ﾓｽﾞ・ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ・ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ・ｼﾛﾊﾗ・ﾂｸﾞﾐ・ｾｯｶ・ｴｿﾞﾋﾞﾀｷ・ｽｽﾞﾒ・ﾑｸﾄﾞﾘ・
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ

市街・庭・公園
ｱｵﾊﾞｽﾞｸ・ﾔﾂｶﾞｼﾗ・ﾂﾊﾞﾒ・ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊﾞﾒ・ｷｾｷﾚｲ・ﾊｸｾｷﾚｲ・ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ・ｳｸﾞｲｽ・ﾒｼﾞﾛ・ｽｽﾞﾒ・ｺﾑｸﾄﾞﾘ・ﾊ
ｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ

港・漁港 ｺｻｷﾞ・ﾀﾞｲｻｷﾞ・ｱｵｻｷﾞ・ﾐｻｺﾞ・ｲｿｼｷﾞ・ｷｾｷﾚｲ・ﾊｸｾｷﾚｲ・ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ
備考 1．環境区分は黒田長久（1969）に従った．備考 2．区分は，確認種が主に利用した環境に分類し，複数の環境を選択する

種については種名を重複させた．
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栄養段階の上位に位置する鳥類は，様々な餌生物

を必要とするので，餌生物が豊富な環境が望まれ

る．

現在，野生生物の保全や保護のために，国際

法や国内法が整備され，ラムサール条約と国の環

境基本法の中では，地球全体における環境保全に

向けて協力，連帯が求められている．沖永良部島

は，渡り鳥にとって重要な移動経路になっており，

中継地点や休息地として極めて重要な場所であ

る．奄美諸島の一部である沖永良部島のような海

に点在する島は，鳥類の保全や保護のために多様

な自然を残すことが望まれる．
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